
　　　今をどのように生きるか、自分の心の真ん中で、
　　　なにを考え、繋がっていくのか？
　　　人を愛すること、人から愛されること、幸せとはなにか？
　　　この自分を許して、愛してあげましょう
　　　自分の心と静かに向き合って、自分自身に感謝。
　　　その心に静かに語りかける、吉本有里さんの歌の歌詞が
　　　自然に、温かい風のように入ってくるでしょう。

☆吉本有里　プロフィール

ほんとうの自分でありたくて、30歳の時、おなかに宿った子どもの言葉「風の音しか聞こえない山の中で生まれたい」に
導かれるまま妊娠８カ月でカリフォルニアに渡り、草原の山小屋、満月の月の下、水の中で二人の子どもを産み、
カリフォルニアの路上で赤ちゃんをおんぶして音楽活動。

大自然の中で自給的な暮らしを開始。2000年帰国。信州で半農半ミュージシャンの暮らし。2006年、火事でパートナーを
失い自らも両手にやけどを負う。一瞬にして失ったものから限りない愛をいただき導かれ、生き方に目覚める。

より好みをせず他の責任にせず、いのちの真ん中で生きること、自然豊かな暮らしと音楽の旅の中で出会ったこと、
気づいたこと、湧き上がる素直な想いを透明な歌声とバイオリンの演奏によるオリジナルのうたと
笑ったり泣いたりのお話しと共にお届けしています。
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